
Ⅰ．はじめに

　数年前から宮崎県北部地方でスギの樹勢衰退がみられるように

なった。讃井・西村（5）は中・壮齢林に多く見られ，その症状

の特徴として褐色化した樹冠，葉量の減少を挙げ，中には枯死す

る個体もあるとしている。また，樹幹の剥皮調査，枯死した葉か

ら菌の分離を試みたが，衰退を引き起こすような原因は見いだせ

なかったと報告している。

　スギの樹勢衰退の原因として，酸性雨などの大気汚染，気象害，

病虫獣害及び土壌や地質に起因する水・養分のストレスによる生

理的障害などが考えられる。ここでは，樹勢衰退のみられる林分

を対象に堆積有機物量，土壌表層の pH及び交換性塩基について

調査したので，その概要を報告する。

Ⅱ．調査地の概要と調査方法

　調査地は東臼杵郡西郷村田代の民有林である。調査は樹勢衰退

のみられる林分（以後，衰退林と呼ぶ）と健全と思われる林分

（以後，健全林と呼ぶ）の計２箇所を選んで行った。衰退林は標

高５００m，傾斜度３０°，斜面方位NE，同様に健全林は３２０m，１０°，

NEで，両スギ林とも４１年生である。健全林は衰退林から北に約

１１００m離れた場所に位置する。なお，土壌は適潤性褐色森林土

（BD型），表層地質は砂岩・頁岩互層で，衰退林では表層に礫が

多く見られた。各林分にそれぞれ２０m×２０mの調査区を設け，林

分調査を行った。平均樹高は衰退林，健全林はそれぞれ２３．６m，

２５．６mと上長成長が著しく，宮崎県のスギ林分収穫予想表による

と，いずれの林分も地位Ⅰに相当する（4）。また，衰退林では

枝が枯上り，樹冠長は５．２m（樹冠長率２２．９％）であった。なお，

林分の概況は表－１のとおりである。

　堆積有機物の調査は各調査区で５箇所ずつ行った。採取方法は

調査区の対角線の交点とその線上で，交点から約１０～１２m離れた

距離で，樹幹流の影響のない箇所を選び，５０cm×５０cmの方形枠

を設け，その枠内の有機物を採取した。採取した有機物はスギと

スギ以外に分け，さらにスギは枝，葉，その他に３区分し，それ

ぞれ径級ごとに篩別し，乾重を測定した。土壌は堆積有機物調査

を行った箇所で，表層から５ cmごとに１５cmまでの深さまで採

取し，その一部を分析用試料とした。土壌 pH（H２O）はガラス電

極法，交換性塩基は０．０５M酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ 及び０．０１４M塩化ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ

溶液で抽出後，原子吸光法で測定した（1）。

Ⅲ．結果と考察

　１．堆積有機物量

　堆積有機物の乾重の平均値を図－１に示した。全重に対するス

ギの割合は衰退林および健全林でそれぞれ９８．６％，９７．１％であり，

全重はそれぞれ１０４２．４，１１４２．４g／m２で，健全林の方がやや多

かった。ただ，澤田・加藤（6）の報告に比べると少ない傾向が
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表－１．林分の概況

枝下高
（m）

平均DBH
（cm）

平均H
（m）

立木本数
（本 /ha）区

１８．３±２．５３１．１±　５．３２３．６±２．４８５０衰退林

１６．８±１．２３９．８±１１．６２５．６±２．５５２５健全林 図－１．調査区別堆積有機物重



みられた。堆積有機物の径級別では衰退林及び健全林に大きな差

はみられなかった。スギ全重に占めるスギ針葉，枝の割合は衰退

林でそれぞれ６３．０％，３４．５％，同様に健全林で５５．８％，４１．０％と

なり，衰退林で針葉の割合がやや高い傾向がみられた。これは樹

冠長が短かく，目視による観察からも着葉量が少ないことから，

樹勢衰退により落葉量が増加したため堆積有機物中における針葉

の割合が高くなったと考えられる。

　２．土壌 pH（H２O）

　各調査区の pH値は図－２のとおりであった。衰退林の０～５

cm，５～１０cm，１０～１５cm部位の pH値はそれぞれ，５．６±

０．２，５．５±０．３，５．４±０．３，同様に健全林では６．０±０．３，６．１±

０．１，６．１±０．２で，健全林が高かった（t検定で部位において５％

レベルで有意）。両調査区とも表層と下層の差はほとんど見られ

なかった。健全林の pH値は一般の森林土壌の上限に近い値で，

衰退林の pH値は健全林に比べ低いものの，標準的な酸性度で

あった（3）。

　３．交換性塩基

　交換性カルシウム，マグネシウム及びカリウム含量を図－

３，４，５に示した。カルシウム含量は１００g乾土当り衰退林で１８．４

～３９．４meq，健全林で２４．４～４９．４meq で，下層ほど低い値を示

し，健全林はどの部位でも高かった。衰退林は健全林より低かっ

たが，伊藤（2）が示した土壌の化学的性質の判定基準値に比べ，

かなり高い値であった。マグネシウム含量は衰退林が健全林より

どの部位でも高く，カリウム含量ではほぼ同様な値であった。こ

の２元素は一般的な値と考えられた。

　以上のことから，樹勢衰退のみられるスギ林と健全なスギ林を

対象に堆積有機物量，表層土壌の pH及び交換性塩基について調

査した結果，衰退林は pH値及び交換性カルシム含量が健全林に

比べ，低い傾向があるものの，これらが樹勢衰退を引き起こす原

因とは考えられず，別な要因によるものと考えられた。今後，衰

退木の樹幹解析，針葉や根の養分分析，土壌物理性の検討を行う

予定である。
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図－２．調査区の層位別 pH 図－５．調査区の層位別交換性K含量

図－４．調査区の層位別交換性Mg含量

図－３．調査区層位別交換性Ca含量
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